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研究成果の概要（和文）：放射線を対象とした「リスクリテラシー醸成モジュール」を国内外モジュールと組み
合わせて、魅力的な新しい国際モジュールとして完成させた。このモジュールを中等学校で適用することを想定
し、アジア太平洋地域の7カ国にてその実効性に関するアンケート調査をした。化学物質や生物バイオ等のリス
クソースにも視野を広げ、リスクマネジメントのプロセスも考慮して、中等学校レベルの教育資料を整備した。
成果の水平展開と総括を目的とした国際及び国内ワークショップを開催した。

研究成果の概要（英文）：A "Risk Literacy Fostering Module" for radiation was combined with national 
and international modules to create attractive new international modules. An international 
questionnaire survey on the effectiveness of these modules was conducted in seven countries in the 
Asia-Pacific region, with the assumption that it would be applied in secondary schools. Educational 
materials at the secondary school level were developed, taking into account the process of risk 
management and expanding the scope to include chemical, biological, and other risk sources. 
International and domestic workshops were held to horizontally disseminate and summarize our 
research results.

研究分野：放射線防護、環境安全マネジメント

キーワード： リスク認知　意思決定　教育モジュール　アジア太平洋地域　放射線　原子力科学技術　リスクマネジ
メント

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
急速に発展する諸国の生活や取り巻く環境の質が上がる一方で、複雑なリスク社会への対応は、国際的な視点で
大きな課題になっている。我が国においても、たとえば原子力災害後の環境や感染症対策に代表される高度な判
断を要するリスクマネジメントに関して、リテラシーが十分であるとは言えない背景で本国際共同研究が計画さ
れた。放射線リスクへの対応プロセスを例題として扱い、それを進化させ、その他のリスクソース（化学物質、
生物バイオ等）にも展開して一般化することに挑戦したことに、本研究の大きな意義が見いだせる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
急速に発展する諸国の生活や取り巻く環境の質が格段に良化する一方で、ますます複雑とな

るリスク社会への対応は、国際的な視点で喫緊の大きな課題となっている。国際社会の中では一

歩先んじていた我が国においても、たとえば地震や津波、それに伴った原子力災害後の環境、食

品衛生や金融等に代表される高度な判断を要する状況へのリスクマネジメントに関して、国民

的リテラシーが十分であるとはまだまだ言えない背景で、本国際共同研究が計画された。 

 
２．研究の目的 

国際地域性や文化、歴史の壁を越えてのリスクリテラシー醸成のための有効打となる、魅力的

で挑戦的な標準モジュール（ツールとプログラムの組み合わせ）は何か？ 多様なリスクソース

（放射線（能）、化学物質、生物バイオ、等）を俯瞰的かつ適切に理解し、そのマネジメントに

関する意思決定の一助となる、リスク全体を統一的に扱う標準的なプロセスに求められるもの

は何か？ これらが学術的背景と核心をなす当初の「問い」であった。 

各国事情によらない、また、リスクソースの範囲を限定しない一般化されたリスクリテラシー

醸成のための共有できる規格化されたモジュールの開発をし、その有効性を評価することを目

的とした。そのために、以下の４テーマに分割して本研究を遂行した。「研究テーマ１： R-RLIM

の進化」「研究テーマ２： NST 世論調査と RLIM の効果測定」「研究テーマ３： R-RLIM の国際共

有と規格化」「研究テーマ４：G-RLIM の確立」（略号の意味は後述する） 

 
３．研究の方法 

研究代表者が中心となり放射線（能）（Radiation & Radioactivity; R）を代表的なリスクソ

ースの例題と位置づけて研究開発した「リスクリテラシー醸成モジュール（Risk Literacy 

Improvement Module; RLIM）」（2012～2018 年度）を基盤として、米国テキサス A&M 大学や豪州

原子力科学技術機構が現地で開発、運用してきた独創的なモジュールと適切に組み合わせるこ

とで、挑戦的かつ魅力的な国際モジュールに進化させた。 

アジア太平洋地域の各国各機関（フィリピン原子力研究所、マレーシア原子力省、インドネシ

ア原子力省、タイチュラロンコーン大学、中国北京ウラン研究所、スリランカ原子力委員会、等）

からの高いニーズと協力を受けてそのモジュールを国際展開した。その有効性と国際汎用性を

定量的に評価するために、17 歳世代を主たるターゲットにして、原子力科学技術（Nuclear 

Science and Technology; NST）に関する教育を各国で実施し、効果測定をした。また、これら

国別に得られた現地知見と分析結果を基に、汎用性が高くより安定的なリスクリテラシー醸成

のプロセスを構築した。それらの総括として、参画した若い研究者の視点と国際的で柔軟な思考

を総動員し、放射線以外の化学物質、生物バイオ等の環境リスクソースにも一般（General: G）

適用するための手法の確立を目指した。 

 

４．研究成果 

(1) 主な成果の例 

ここでは代表的な成果として、「リスクリテラシー醸成モジュールの実効性に関する調査と分

析」と「総合的なリスクマネジメント学習のための授業パッケージモデルの策定」の 2 点に絞

り、それらの概要を紹介する。 

 

① リスクリテラシー醸成モジュールの実効性に関する調査と分析 



大視野ペルチェ冷却式霧箱、NORM 線源、空気 GM 計数管、次世代放射線教育用簡易線量率計、

動画教材、等を用いた魅力ある実習を、米国や豪州を中心とした各種研修実績の豊富な座学と組

み合わせ、放射線をリスクソースとしての題材とし、STEAM 教育トラックに乗せたリスクリテラ

シー醸成モジュールのモデルを開発した（以下はフィリピンモデルの一例）。 

 

各国の事情に応じて教育の目的別に開発され、結果的に多様化した各モジュールを、フィリピ

ン、インドネシア、マレーシア、タイ、スリランカ、中国、日本で試験運用すると共に、その効

果を測るためのアンケ―ト調査をした。効果測定のためのアンケート項目は、「原子力に関する

世論調査（（一財）原子力文化財団)」の知見を参考に設計した。教員と生徒の両方を対象として

各国でアンケートを実施し、生徒には放射線教育を受講する前後における放射線の基本知識（11

問）、放射線に関連したさまざま状況に対する印象（12 問）、放射線に関連した行動様式や選好

傾向を測るための項目（4問）について問うた。また、教員には、生徒に対する同様の設問に加

え、関連の教育にかけた総時間、その中で実際に扱った放射線に関するキーワードとその説明に

要した時間、各キーワードに対する教師個人としての印象（教育内容として、あるいは個人とし

て、どの程度重要と考えているか、どの程度興味深いテーマと考えているか等）を問うた。アン

ケートの実施にあたっては東京大学倫理審査専門委員会 審査番号 20-26 で審査・承認を受け、

この判定結果を各国の研究協力者を通じて各国における調査の実施の際に適切に反映させた。

以下に、2022 年 4月 25 日現在までに多くの回答が得られたフィリピン（中学生 244 回答、高校

生 200 回答）、インドネシア（高校生 723 回答）、マレーシア（中学生 430 回答、高校生 449 回

答）の３カ国の結果を集計し、分析した結果の概要を紹介する。ここでは、生徒の放射線に対す

る印象の変化を、授業内容やそれぞれの教育項目にかけた時間等に基づき重回帰分析した。 

放射線は「役に立つ」との回答傾向は、「放射線の利用（医療、農業、工業など）」や「自然

放射線の存在・線量」に関する授業時間が長くなると増加し、「放射線による人体への影響」の

時間が長くなると減少した。放射線に対する印象は「放射線の利用（医療、農業、工業など）」

の解説により全体としては良好となるが、「自然放射線の存在・線量」の解説をしても、「役に

立つ」以外の印象は良化せず、むしろネガティブに転じていた。「放射線による人体への影響」

の解説は「危険」や「不安」などのリスクに関する印象をより強くし、「放射線防護」の解説は、

それとは逆にリスクに関する印象を減少させ、「信頼」を向上させた。放射線のさまざまな専門

用語の解説に時間をかけても、放射線に対する多くの印象には影響は出なかった。暫定的ではあ

るがこれまでの興味深い結果として、「霧箱の観察実験」にかける時間を長くした場合に、放射

線の「理解のしやすさ」「面白さ」「信頼」にむしろ減少傾向が観測されている。これらの背景

や要因についてはさらなる検討が必要となる。 

 

② 総合的なリスクマネジメント学習のための授業パッケージモデルの提案 

各国専門家を含む議論と経験に基づく情報を基盤として、17 歳程度の聴講生を想定した「総

合的リスクマネジメント学習のための授業パッケージモデル」を策定した。対象とするリスクソ

ースの例として Ⅰ放射線（能）」「Ⅱ化学物質」「Ⅲ生体バイオ」を選択し、リスクマネジメント



で勘案すべき整理の手順、つまり、〔①Fact Findings〕リスクソースの同定→リスクの定性的・

定量的分析（因果関係と大きさの見積り→〔②Concept Building〕対応方策の考案→リスクの情

報伝達（コミュニケーション）→〔③Application〕対応の意思決定→方策の実施と評価（性能

実地評価）等のブロックに分割し、各ブロックに適合する専門的情報を事例毎に平易にまとめた。

また、それらを俯瞰的に理解するための、より一般化した「Ⅳリスクアセスメント」「Ⅴリスク

マネジメント」のプロセスも同様に整理し、全 5コマ、各 60 分～90分程度の座学を想定した授

業パッケージモデルとして提案した。その際、対象となる世代が内容をより身近に感じるような

工夫として、各コマで扱う内容に関連の深いキーワードを、STEAM（Science and Technology 

Engineering, Arts, and Mathematics）の枠組みで示し、聴講の動機づけをするのみならず、受

講後に自らの意思で、積極的に「調べ学習」に移行しやすいような工夫も施した。 

 

(2) 成果の国内外への水平展開と実装についての活動 

 本課題で得られた知見や成果の一部を国内外の関係者に水平展開するために、以下の国際・国

内ワークショップを開催した。 

 

① Train Trainers Workshop 2021 in Japan focusing on Radiation Protection (TTWS2021JPN-

RP) 

開催日程：令和 3年 8月 5日～9月 1日（11日間） 

開催方式：東京大学を主な拠点とした遠隔開催（英語） 

主な参加者：アジア太平洋地域の 15 カ国 19 名、日本国内の放射線防護分野の専門家・大学院

生、政府関係者、NPO 関係者、IAEA 関係者等。延べ参加者は約 70 名 

主な内容：STEAM 教育トラックに基づく放射線防護に関する 16 コマの講義、大学院生の案内に

よるバーチャルサイトツアー（国立がん研究センター東病院、東京大学総合博物館タンデム加速

器施設 MALT）、聴講者全員による中等教育展開に関するフィードバックプレゼンテーション等 

 
 

② ワークショップ 2021「STEAM 教育によるリスクリテラシー構築」 

開催日時：令和 3年 12月 27 日（月）13時 15 分～17時半 



開催方式：東京大学を主な拠点としたハイブリッド開催 

講演１ 「放射線リスクの STEAM 教育展開」        東京大学 教授 飯本武志 

講演２ 「化学物質リスクの STEAM 教育展開」     名古屋大学 准教授 林瑠美子 

講演３ 「生物・バイオリスクの STEAM 教育展開」   東京大学 特任助教 森本彩子 

講演４ 「リスクアセスメントの STEAM 教育展開」     東京大学 助教 主原 愛 

講演５ 「リスクマネジメントの STEAM 教育展開」 横浜国立大学 特任助教 中山 穣 

主な参加者：日本国内の環境リスクマネジメントの専門家・大学院生、政府関係者、NPO 関係者

等、36名 

 

③ ワークショップ 2022「リスク認知力向上モジュールの開発と展開」 

開催日程：令和 4年 3月 28 日～3月 31 日（4日間） 

開催方式：東京大学を主な拠点としたハイブリッド開催 

  講演１ 分野横断型中等教育教材の開発 飯本武志（東大） 

  講演２ 学校教育へのリスク教育展開 高木利恵子（ＥＣＰ） 

  講演３ 新型霧箱の開発と習熟度別展開 戸田武宏（ラド） 

  講演４ 科学技術に寄与する人材育成活動への支援 副島忠邦（ＳＴＩＦ） 

  特別講演Ａ 英国における環境リスクに対応する CSR 活動の現状と課題 下田屋毅（ＳＶ） 

  特別講演Ｂ 円滑なコミュニケーションに役立つ心のしくみ 下田屋寛子（元ＨＲＡ協会） 

  講演５ 原子炉施設を活用した人材育成プログラム 若林源一郎（近大） 

  講演６ アクティブラーニング用新教育ツールの開発 掛布智之（ＪＳＦ） 

  講演７ 中等教育に資する課外活動プログラムの開発 真壁佳代（原文財団） 

  講演８ 原子力リテラシーの醸成に資する原子力施設が主催するアウトリーチ活動の現状 

小足隆之（元ＪＳＦ） 

 

(3) 総括 

４つの研究テーマ、すなわち、≪研究テーマ１：R-RLIM の進化≫ ≪研究テーマ２：NST 世論

調査と R-RLIM の効果測定≫  ≪研究テーマ３：R-RLIM の国際共有化と規格化≫  ≪研究テーマ

４：G-RLIM の確立≫に分割して実施した本研究は、コロナ禍の影響を強く受け、海外への現地

入りは全くかなわなかった。一方、遠隔会議での公式、非公式の会合を繰り返すことで、当初の

想定よりも海外協力研究者等との信頼関係、連携協力活動は、むしろ強化されたとの印象をもっ

ている。また、放射線以外の化学物質、生物バイオ等の環境リスクソースにも視野を広げ、リス

クアセスメントとリスクマネジメントに関する標準的なプロセスも考慮した、一般（General: G）

に適用できるモジュールや手法を検討したことで、国際的な場でそれらを活用できる基盤はす

でに整ったと判断している。 

本研究では、特に国内外の若手中堅による柔軟な意見を重視してきた。たとえば、リスクマネ

ジメント実践のカギとなるコミュニケーションには、分野を横断した様々な知見の結集が肝要

で、また、サイエンスデータの蓄積や最新の理論に基づく分析がその中心軸にあるべきとの意見

が強かった。このような意見に基づき、特に、研究テーマの 3や 4に直結する内容で、国際連携

の継続と今後の飛躍が期待でき、サイエンスデータの新規取得や分析にも資する、新しい国際活

動も本研究期間内に試験的に着手することができた（例：バングラデシュにおける環境放射能の

分布と変動に関する計測と分析、など）。このことは、国際共同研究加速基金（国際共同研究強

化(B)）の主目的の具現化に成功した、重要な成果のひとつとして特記したい。 
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